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『
榻
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
日
蓮
著
作
の
影
響

―
―
巻
十
、
第
二
十
五
「
輪
陀
王
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―小　

椋　

愛　

子

一　
は
じ
め
に

　
『
榻
鴫
暁
筆
』（
以
下
、『
暁
筆
』）
は
、
室
町
後
期
に
成
立
し
た
説
話
集
だ
が
、
未
だ
に
作
者
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
。
作
者
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
に
「
一
条
兼
良
」
説
や
、
日
蓮
宗
の
僧
侶
説
、
な
か
で
も
「
日
信
」
説
な
ど
が
提
唱
さ
れ
た
が
確
定
に
は
至
ら
ず
、
当

時
す
で
に
不
明
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
『
暁
筆
』
中
に
は
「
法
華
経
」
に
関
す
る
語
が
散
見
し
、な
か
で
も
「
本
門
」
優
位
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、『
法
華
経
』
や
そ
の
思
想
を
、
解
釈
の
論
拠
と
し
て
総
括
部
分
で
用
い
る
傾
向
が
あ
り
、
他
の
経
典
の
用
い
方
と
は
差
異
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
作
者
が
日
蓮
宗
の
僧
と
目
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
日
蓮
の
名
や
著
作
名
、
そ
れ
に
関
す
る
語
は
記
さ
れ

な
い
。
し
か
し
、日
蓮
の
著
作
を
摂
取
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
箇
所
は
複
数
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、巻
十
（
似
類
下
）
第
二
十
五
「
輪
陀
王
」

を
取
り
上
げ
、日
蓮
著
作
を
ど
の
よ
う
に
摂
取
し
て
い
る
か
、ま
た
そ
の
意
味
を
考
察
し
た
い
。
な
お
、『
暁
筆
』
の
引
用
は
、市
古
貞
次
校
注
『
榻

鴫
暁
筆
』（
中
世
の
文
学
／
三
弥
井
書
店
）
に
よ
り
、
以
下
、「
中
世
の
文
学
」
と
す
る
。
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二　
『
暁
筆
』
巻
十
（
似
類
下
）
第
二
十
五
「
輪
陀
王
」
の
出
典
に
つ
い
て

　
『
暁
筆
』
中
、日
蓮
の
著
作
を
出
典
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
複
数
あ
り
、そ
の
一
部
に
関
し
て
は
以
前
考
察
し
た（

１
）。

こ
こ
で
は
『
暁

筆
』
巻
十
（
似
類
下
）
第
二
十
五
「
輪
陀
王
」
を
取
り
上
げ
る
。
本
話
は
、「
中
世
の
文
学
」
の
市
古
氏
の
頭
注
に
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
一
。
日

蓮
の
「
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
」
等
に
も
記
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
二
書
に
も
記
述
は
あ
る
が
、
よ
り
近
似
す
る
の
は
、
日
蓮
の
『
曾
谷

殿
御
返
事
』
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
日
蓮
の
『
内
房
女
房
御
返
事
』
と
も
類
似
す
る
。

　

巻
十
（
似
類
下
）
第
二
十
五
「
輪
陀
王
」
は
、
乃
往
過
去
に
閻
浮
提
に
い
た
輪
陀
王
の
話
。
王
は
白
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
嘶
く
白
馬
の
声

を
好
み
、
そ
れ
を
供
御
（
本
文
に
は
「
御
供
」
と
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
「
供
御
」
の
意
）
に
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
白
鳥
が
一
斉
に
姿
を
消
し
、

白
馬
が
鳴
か
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
一
人
の
沙
門
が
、
王
が
仏
法
に
帰
依
す
る
こ
と
を
条
件
に
白
鳥
を
祈
り
帰
し
て
白
馬
を
鳴
か
せ
た
と
い
う
。

こ
の
功
に
よ
り
こ
の
沙
門
を
「
馬
鳴
」
と
い
う
と
し
て
、「
馬
鳴
」
の
名
の
由
来
譚
と
も
な
り
得
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
に
二
字
下
げ
の
別
記
文（

２
）

が
あ
り
、
前
半
で
原
典
に
着
目
し
、
後
半
で
「
馬
鳴
」
に
つ
い
て
の
疑
問
を
挙
げ
て
い
る
。

今
云
、
此
事
予
甞
釈
摩
迦
衍
論
を
披
し
時
見
し
や
う
に
お
ぼ
へ
侍
る
は
ひ
が
事
に
や
。
又
付
法
蔵
の
第
十
二
祖
馬
鳴
と
い
ひ
し
は
中
天　

竺
の
外
道
也
。
脇
尊
に
伏
せ
し
人
な
り
。
輪
陀
王
の
因
縁
は
過
去
の
事
也
。
両
儀
可
留
心
。�

（
傍
線
筆
者
）

　　

ま
ず
は
、
こ
の
記
述
を
ふ
ま
え
な
が
ら
本
話
の
出
典
を
検
討
す
る
。
傍
線
部
に
「
ひ
が
事
に
や
」
と
あ
る
た
め
、
直
接
の
典
拠
は
「
釈
摩
訶

衍
論
」
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
が
、
本
話
の
内
容
を
「
釈
摩
訶
衍
論
」
を
披
い
た
と
き
に
見
た
よ
う
だ
と
記
す
よ
う
に
、
輪
陀
王
の
話
は
『
釈

摩
訶
衍
論
』（
以
下
、「
衍
論
」）
巻
一
に
見
ら
れ
る
。
該
当
箇
所
を
次
に
挙
げ
る
。
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論
曰
。
馬
鳴
菩
薩
若
剋
二
其
本
一
大
光
明
仏
。
若
論
二
其
因
一
第
八
地
内
住
位
菩
薩
。
西
天
竺
誕
生
。
盧
伽
為
レ
父
瞿
那
為
レ
母
。
同
生
利
益
。　

過
去
世
中
有
二
一
大
王
一
。
名
曰
二
輪
陀
一
。
有
二
千
白
鳥
一
皆
悉
好
声
。
若
鳥
出
レ
声
大
王
増
レ
徳
。
若
不
レ
出
レ
声
大
王
損
レ
徳
。
如
レ
是
諸
鳥

若
見
二
白
馬
一
即
出
二
其
声
一
。
若
不
レ
見
時
常
不
レ
出
レ
声
。
爾
時
大
王
遍
求
二
白
馬
一
終
日
不
レ
得
。
作
二
如
レ
是
言
一
。
若
外
道
衆
此
鳥
鳴
者
。

都
破
二
仏
教
一
独
尊
独
信
。
若
仏
弟
子
此
鳥
鳴
者
。
都
破
二
外
道
教
一
独
尊
独
信
。
爾
時
菩
薩
用
二
神
通
力
一
。
現
二
千
白
馬
一
鳴
二
千
白
鳥
一
。

紹
二
隆
正
法
一
令
レ
不
二
断
絶
一
。
是
故
世
尊
名
曰
二
馬
鳴
一
。�

（「
釈
摩
訶
衍
論
」
一
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
二 

論
集
部
）

　

比
較
す
る
と
「
衍
論
」
で
は
傍
線
部
の
よ
う
に
、
白
鳥
が
好
声
で
、
そ
の
白
鳥
は
白
馬
を
見
て
鳴
く
と
し
て
、
白
馬
と
白
鳥
の
関
係
が
本
話

と
は
逆
に
な
る
。
そ
の
た
め
、王
が
好
む
声
も
逆
で
あ
る
。
ま
た
、白
馬
を
得
ら
れ
ず
白
鳥
の
声
が
聞
け
な
く
な
っ
た
際
に
波
線
部
の
よ
う
に
、「
白

鳥
」
を
鳴
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
教
え
を
「
独
尊
独
信
」
す
る
と
王
自
ら
が
宣
言
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
来
訪
の
沙
門
が
白
鳥
が
消
失
し
た

原
因
を
語
り
、
条
件
を
提
示
す
る
本
話
と
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
衍
論
」
の
記
事
は
『
仏
祖
統
紀
』
や
『
翻
訳
名
義
集
』
で
も
引
く
が
、
白
馬
と
白
鳥
の
関
係
は
「
衍
論
」
と
同
様
で
、
本
話
と
は
逆

で
あ
る
。
ま
た
、
和
書
で
は
、
中
世
（
一
二
九
六
年
以
前
）
に
成
立
の
『
宴
曲
抄
』
下
「
馬
徳
」
に
こ
の
故
事
が
見
ら
れ
る
。

竜
樹
菩
薩
の
論
釈
に
。
隔
檀
往
向
を
分
つ
ゝ
。
円
円
海
徳
を
あ
ら
は
ひ
し
も
。
起
信
大
乗
に
よ
り
て
な
り
。
是
又
馬
鳴
の
製
作
。
さ
れ
ば　

此
論
師
の
名
字
の
。
其
古
を
詢
ば
。
過
去
の
輪
陀
の
在
世
か
と
よ
。
千
の
白
馬
を
献
じ
つ
ゝ
。
千
の
白
鳥
を
鳴
し
め
て
。
正
法
を
紹
隆
せ　

し
故
に
。
即
馬
鳴
の
名
を
得
た
り
。�

（『
続
群
書
類
従
』
十
九
輯
下
、
傍
線
筆
者
）

　

傍
線
部
「
竜
樹
菩
薩
の
論
釈
に
」
か
ら
、
原
拠
が
「
衍
論
」
と
わ
か
る
。
こ
れ
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
白
馬
を
見
て
白
鳥
が
鳴
く
（
点
線
部
）

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
日
蓮
が
信
者
ら
に
送
っ
た
書
簡
で
あ
る
、『
曾
谷
殿
御
返
事（

３
）』、『

内
房
女
房
御
返
事
』、『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
の
三

種
（
以
下
、
こ
れ
ら
を
三
書
と
す
る
）
に
挙
げ
る
輪
陀
王
の
故
事
は
、
白
馬
と
白
鳥
の
関
係
が
本
話
と
同
じ
で
あ
る
。
三
書
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
す
る
。

　
『
曾
谷
殿
御
返
事
』（
以
下
、「
曾
谷
殿
」）
は
、
弘
安
二
年
八
月
に
日
蓮
が
曾
谷
道
宗
に
宛
て
た
書
簡
。
道
宗
か
ら
焼
米
の
供
養
を
受
け
た
こ

と
を
述
べ
た
後
、
諸
経
の
中
で
法
華
経
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
題
目
の
功
徳
を
説
明
す
る
譬
喩
の
一
例
に
こ
の
故
事
を
挙
げ
る
。

書
簡
末
尾
で
、
梵
天
、
帝
釈
ら
や
日
本
の
神
祇
を
輪
陀
王
に
、
白
馬
を
日
蓮
に
、
白
鳥
を
一
門
、
白
馬
が
鳴
く
こ
と
を
「
我
等
が
南
無
妙
法
蓮

華
経
」
の
声
に
譬
え
、「
故
大
進
阿
闍
梨
」
の
死
去
を
嘆
き
な
が
ら
も
法
華
経
流
布
の
因
縁
に
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
『
内
房
女
房
御
返
事
』（「
以
下
、「
内
房
女
房
」）
は
弘
安
三
年
八
月
に
内
房
女
房
に
宛
て
た
書
簡
。
父
の
百
箇
日
の
布
施
料
を
受
け
た
こ
と
に

続
け
て
願
文
の
内
容
に
触
れ
、
法
華
経
や
題
目
の
功
徳
を
説
く
中
で
輪
陀
王
の
故
事
を
挙
げ
る
。
末
尾
で
前
掲
の
「
曾
谷
殿
」
同
様
に
、
故
事

を
手
紙
の
縁
者
ら
に
譬
え
て
い
る
。

　
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』（
以
下
、「
上
野
殿
母
尼
御
前
」）
は
弘
安
三
年
十
月
に
上
野
殿
母
尼
御
前
（
南
条
時
光
の
母
）
に
宛
て
た
書
簡
。

故
七
郎
五
郎
の
四
十
九
日
の
供
養
に
種
々
送
ら
れ
た
こ
と
、
菩
提
の
た
め
に
「
法
華
経
一
部
・
自
我
偈
数
度
・
題
目
百
千
返
」
を
唱
え
た
こ
と
、

法
華
経
が
最
善
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
諸
仏
が
法
華
経
を
守
護
す
る
説
明
の
譬
え
で
輪
陀
王
の
故
事
を
引
く
。
末
尾
は
故
五
郎
殿
が
法
華
経
の

功
徳
で
「
り
や
う
山
浄
土
」
へ
参
っ
た
こ
と
等
を
述
べ
、
他
の
二
書
の
よ
う
に
故
事
を
縁
者
に
な
ぞ
ら
え
て
は
い
な
い
。　

　

い
ず
れ
も
輪
陀
王
の
故
事
を
法
華
経
（
題
目
を
含
む
）
を
め
ぐ
る
譬
喩
の
一
つ
と
し
て
用
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
三
書
で
差
異
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
日
蓮
が
書
簡
を
送
る
相
手
に
合
わ
せ
て
故
事
を
変
え
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、「
衍
論
」、
三
書
、『
暁
筆
』
を
比
較
し
て
「
衍
論
」
と
三
書
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
『
暁
筆
』
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
そ

の
た
め
、【
表
１
】
で
輪
陀
王
故
事
の
梗
概
を
項
目
で
列
挙
し
、【
表
２
】
で
各
書
の
構
成
を
「
表
１
」
の
記
号
で
並
べ
て
示
し
た
。「
表
１
」
は
、

各
書
の
内
容
全
て
を
含
む
よ
う
に
項
目
を
挙
げ
、「
衍
論
」
に
あ
る
項
目
の
記
号
を
太
字
で
示
し
た
。
そ
の
際
、
白
馬
、
白
鳥
の
関
係
は
、
三
書
、
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『
暁
筆
』
に
従
う
た
め
、
そ
の
関
係
が
逆
の
「
衍
論
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
括
弧
書
き
で
記
し
た
。

【
表
１
】
輪
陀
王
故
事
の
梗
概
（「
衍
論
」、
三
書
、『
暁
筆
』
を
全
て
含
む
）

　

Ａ
輪
陀
王
の
名
の
提
示
と
紹
介

　

Ｂ
千
羽
の
白
鳥
が
全
て
好
声
な
こ
と
（「
衍
論
」
の
み
の
記
述
）

　

Ｃ
輪
陀
王
の
供
御
の
説
明

　

Ｄ
白
馬
（「
衍
論
」
は
「
白
鳥
」）
の
鳴
き
声
の
効
果

　

Ｅ
王
が
鳴
き
声
を
好
み
白
馬
を
集
め
て
い
た
こ
と

　

Ｆ
白
馬
（「
衍
論
」
は
白
鳥
）
の
鳴
く
条
件

　

Ｇ
白
馬
を
鳴
か
せ
る
た
め
、
多
く
の
白
鳥
を
集
め
て
い
た
こ
と

　

Ｈ
白
鳥
が
失
せ
た
原
因
の
推
測

　

Ｉ
白
鳥
が
一
斉
に
消
失
し
、白
馬
が
鳴
か
な
く
な
っ
た
こ
と
（「
衍
論
」
は
遍
く
白
馬
を
求
め
た
が
、終
日
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
み
を
記
す
）

　
Ｊ
白
馬
の
鳴
き
声
を
聞
け
な
く
な
っ
た
王
や
周
囲
の
様
子

　

Ｋ
王
が
外
道
と
仏
法
の
内
、
白
馬
（「
衍
論
」
は
白
鳥
）
を
鳴
か
せ
た
方
の
教
え
の
み
を
信
じ
る
と
宣
言

　

Ｌ
外
道
が
祈
祷
を
試
み
る
が
、
白
鳥
が
現
れ
ず
効
果
が
な
か
っ
た
こ
と

　

Ｍ
仏
弟
子
の
中
に
「
馬
鳴
」
が
い
た
こ
と

　

Ｎ
馬
鳴
が
王
に
仏
法
を
弘
通
（
仏
法
に
帰
依
）
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
白
馬
を
鳴
か
せ
る
こ
と
を
奏
す　

　

Ｏ
王
が
馬
鳴
の
申
し
出
を
承
諾
す
る

　

Ｐ
馬
鳴
が
祈
請
（「
衍
論
」
は
神
通
力
）
し
て
白
鳥
（「
衍
論
」
は
白
馬
）
を
現
じ
て
白
馬
（「
衍
論
」
は
白
鳥
）
を
鳴
か
せ
た
こ
と
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Ｑ
再
び
白
馬
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
王
の
様
子

　

Ｒ
王
以
外
の
人
々
の
様
子
や
そ
の
後
の
国
の
様
子

　

Ｓ
こ
の
行
為
が
馬
鳴
の
名
の
由
来
で
あ
る
こ
と

【
表
２
】
各
書
の
構
成
の
比
較

書
名

構
成

「
釈
摩
訶
衍
論
」
「
曾
谷
殿
御
返
事
」
「
内
房
女
房
御
返
事
」
「
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
」

『
榻
鴫
暁
筆
』

*

Ｃ
の
説
明
の
た
め
、
先
に
Ｄ
の

内
容
に
触
れ
る
。

**

Ｇ
に
続
け
て
白
鳥
を
集
め
て
い

た
た
め
（
白
馬
が
鳴
き
）
王
の
み

な
ら
ず
国
が
栄
え
他
国
も
頭
を
垂

れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
た
め

Ｄ
と
し
て
括
弧
書
き
で
示
し
た
。

***

勅
宣
に
際
し
て
や
勅
宣
の
中
で

国
の
宗
教
情
勢
を
述
べ
る
。

****

『
暁
筆
』
は
「
馬
鳴
」
の
名

は
記
さ
ず
、「
沙
門
一
人
」
と
す

る
が
、
こ
の
人
物
を
際
立
た
せ
る

と
い
う
意
図
は
同
じ
た
め
、
括
弧

書
き
で
示
し
た
。

*****

一
部
、
Ｒ
と
も
と
れ
る
内
容

が
あ
る
。

******

「
紹
二
隆
正
法
一
令
レ
不
二
断

絶
一
」
と
あ
る
が
、
馬
鳴
の
行
為

の
結
果
と
し
て
記
し
、
そ
の
国
の

具
体
的
な
状
況
は
記
さ
な
い
。
括

弧
書
き
で
示
す
。

ＡＢＤＦＩＫＰ
（
Ｒ
）******

Ｓ

ＡＣＤＥＦＧ
（
Ｄ
）**

ＨＩＪＫ ***

ＬＭＮＯＰＱＲ

ＡＤ
｝（

Ｃ
Ｄ
の
順
が
逆
）

Ｃ *ＤＦＨＩＪＫ ***

ＬＭＰＱＲ

ＡＣＤＥＦＧＩＪＫ ***

ＬＭＰＱ
｝

 

（
Ｑ
Ｒ
Ｑ
Ｒ
と
交
互
に
）

Ｒ

ＡＣＤＦＧＩＪ
（
Ｍ
）****

ＮＯＰＱ *****

Ｓ
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【
表
２
】
か
ら
、「
衍
論
」
は
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ｐ
（
Ｒ
）
Ｓ
の
項
目
で
構
成
さ
れ
、三
書
は
「
衍
論
」
の
Ｂ
（
千
羽
の
白
鳥
が
全
て
好
声
な
こ
と
）

と
Ｓ
（
こ
の
行
為
が
馬
鳴
の
名
の
由
来
で
あ
る
こ
と
）
以
外
は
全
て
摂
取
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
複
数
の
項
目
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
書
は
白
馬
と
白
鳥
の
関
係
を
「
衍
論
」
と
逆
に
す
る
か
ら
Ｂ
は
内
容
的
に
摂
取
で
き
ず
、
そ
れ
に
代
わ
る
Ｅ
（
王
が
鳴
き
声
を
好
み
白
馬
を

集
め
て
い
た
こ
と
）
を
付
加
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
三
書
が
付
加
す
る
Ｃ
Ｇ
Ｈ
Ｊ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｑ
は
、「
衍
論
」
の
内
容
（
Ａ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ｐ
）

に
対
す
る
詳
細
な
描
写
や
そ
の
説
明
で
あ
る
。「
衍
論
」
が
骨
子
の
み
を
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
三
書
は
個
々
の
事
柄
を
詳
細
に
し
、
そ
の
事
柄

同
士
の
因
果
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
展
開
や
内
容
を
理
解
し
や
す
く
す
る
。
例
え
ば
「
衍
論
」
は
、
王
が
白
鳥
の
声
を
聞
く
こ
と
で
徳

を
増
す
こ
と
、
白
鳥
は
白
馬
を
見
て
鳴
く
が
、
或
時
白
馬
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
み
を
記
す
が
、
三
書
は
そ
れ
に
Ｃ
（
王
が
白
馬
の
声
を

供
御
と
し
て
い
た
こ
と
）
や
Ｇ
（
白
馬
が
鳴
く
原
因
で
あ
る
白
鳥
も
集
め
て
い
た
こ
と
）
を
付
加
し
て
、
供
御
と
す
る
白
馬
の
鳴
き
声
を
絶
や

さ
な
い
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
後
に
そ
れ
が
欠
け
た
際
の
深
刻
さ
も
理
解
し
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
Ｋ
（
王
の
宣
言
）

の
直
後
に
「
衍
論
」
で
は
す
ぐ
に
結
果
（
馬
鳴
が
鳴
か
せ
た
こ
と
）
を
記
す
が
、
三
書
は
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
内
容
（
外
道
の
祈
祷
の
様
子
や
「
馬
鳴
」

が
条
件
を
出
し
た
こ
と
な
ど
）
を
付
加
し
て
、
そ
の
経
緯
や
状
況
を
詳
細
に
提
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
書
は
「
衍
論
」
の
核
と
な
る
要
素
を
全
て
摂
取
し
、
そ
れ
を
補
う
形
で
付
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
衍
論
」
が
原
拠
と
い

え
る
。
但
し
、
白
馬
と
白
鳥
の
関
係
を
逆
に
し
て
摂
取
す
る
。
こ
れ
は
「
馬
鳴
」
の
名
の
由
来
と
し
て
も
、「
馬
」
が
鳴
く
方
が
妥
当
な
た
め
で

あ
ろ
う
か
。
三
書
は
「
衍
論
」
を
原
拠
と
し
な
が
ら
意
図
的
に
変
容
さ
せ
て
い
る
。

　
『
暁
筆
』
は
、
白
馬
と
白
鳥
の
関
係
が
三
書
と
同
じ
で
、
且
つ
「
衍
論
」
に
な
く
、
三
書
が
付
加
し
て
い
る
Ｃ
Ｇ
Ｊ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｑ
の
内
容
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、構
成
が
三
書
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
が
典
拠
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、特
に
仏
弟
子
の
中
で
馬
鳴
を
際
立
た
せ
、

な
か
で
も
Ｎ
、
Ｏ
と
馬
鳴
が
条
件
を
出
し
、
王
の
承
諾
を
以
て
白
馬
を
鳴
か
せ
る
構
成
は
、「
曾
谷
殿
」
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
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三　
三
書
か
ら
の
摂
取
方
法

　

前
章
で
『
暁
筆
』
巻
十
、
第
二
十
五
「
輪
陀
王
」
の
典
拠
が
日
蓮
書
簡
（
三
書
）
と
推
定
で
き
、
構
成
上
は
「
曾
谷
殿
」
と
近
似
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
話
と
三
書
の
関
わ
り
を
表
現
の
比
較
か
ら
検
討
し
、
そ
の
摂
取
方
法
を
考
察
す
る
。
以
下
、
先
の
「
表
１
」
の

梗
概
の
順
に
、
特
に
関
わ
り
が
顕
著
な
箇
所
を
提
示
し
た
。
比
較
す
る
に
あ
た
り
『
暁
筆
』、「
曾
谷
殿
」、「
内
房
女
房
」、「
上
野
殿
母
尼
御
前
」

の
順
に
挙
げ
、
参
考
と
し
て
該
当
箇
所
が
あ
る
場
合
の
み
「
衍
論
」
も
挙
げ
た
。
ま
ず
は
、
冒
頭
の
「
Ａ
」
か
ら
見
て
い
く
。

Ａ 

輪
陀
王
の
名
の
提
示
と
紹
介

乃
往
過
去
の
む
か
し
此
閻
浮
提
に
輪
陀
王
と
申
大
王
い
ま
そ
が
り
け
る
。
徳
風
一
天
に
お
ほ
ふ
て
な
び
か
ぬ
草
木
も
な
く
、
帝
威
四
海
に　

お
よ
ぼ
し
て
し
づ
ま
ら
ざ
る
風
波
も
な
し
。�

（『
暁
筆
』）

例
せ
ば
乃
往
過
去
に
輪
陀
王
と
申
大
王
ま
し
ま
し
き
。
一
閻
浮
提
の
主
也
、
賢
王
也
。�

（「
曾
谷
殿
」）

乃
往
過
去
の
世
に
一
の
大
王
あ
り
。
名
を
輪
陀
と
申
。�

（「
内
房
女
房
」）

古
昔
輪
陀
王
と
申
せ
し
王
を
は
し
き
。
南
閻
浮
提
の
主
也
。�

（「
上
野
殿
母
尼
御
前
」）

過
去
世
中
有
二
一
大
王
一
。
名
曰
二
輪
陀
一
。�

（「
衍
論
」）

 

『
暁
筆
』
が
使
用
す
る
「
乃
往
過
去
」、「
閻
浮
提
」、「
申
大
王
」
の
語
を
全
て
含
む
の
は
「
曾
谷
殿
」
で
、
最
も
近
い
。
但
し
、「
内
房
女
房
」

や
「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
に
も
類
似
の
語
は
あ
る
。
波
線
部
は
三
書
に
な
い
が
、
内
容
は
「
曾
谷
殿
」
の
「
賢
王
」
に
対
応
し
て
い
る
。

Ｃ 

輪
陀
王
の
供
御
の
説
明

し
か
る
に
御
供
に
は
麟
鳳
の
稀
な
る
味
を
も
た
し
な
み
給
は
ず
、
穀
稼
の
勝
た
る
菓
を
も
用
ひ
給
は
ず
、
只
白
き
馬
の
鳴
声
を
聞
召
る
れ　
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ば
、�

（『
暁
筆
』）

此
王
は
な
に
物
を
か
供
御
と
し
給
と
申
せ
ば
、
白
馬
の
鳴
声
を
き
こ
し
め
て
身
も
生
長
し
、
身
心
も
安
穏
に
し
て
よ
を
た
も
ち
給
。

�

（「
曾
谷
殿
」）

此
王
は
白
馬
の
鳴
を
聞
て
、
色
も
い
つ
く
し
く
、
力
も
強
く
、
供
御
を
進
せ
ざ
れ
ど
も
食
に
あ
き
給
ふ
。�

（「
内
房
女
房
」）

此
王
は
な
に
を
か
供
御
と
し
給
と
尋
れ
ば
、
白
馬
の
い
な
ゝ
く
を
聞
て
食
と
し
給
。�

（「
上
野
殿
母
尼
御
前
」）

 

『
暁
筆
』
は
、
傍
線
部
を
「
御
供
」
と
す
る
が
「
供
御
」
の
意
で
用
い
、
三
書
に
拠
る
こ
と
が
明
ら
か
。「
曾
谷
殿
」
に
近
似
か
。
波
線
部
は
三

書
に
な
い
が
、
内
容
は
「
内
房
女
房
」
の
「
食
に
あ
き
給
ふ
」
に
近
い
。
こ
こ
は
「
衍
論
」
に
な
い
箇
所
。

Ｆ 

白
馬
（「
衍
論
」
は
白
鳥
）
の
鳴
く
条
件

又
此
馬
白
き
鳥
の
鳴
声
を
き
か
ざ
れ
ば
、
い
な
ゝ
く
事
な
し
。�

（『
暁
筆
』）

又
此
白
馬
は
白
鳥
を
み
て
な
く
馬
な
れ
ば
、�

（「
曾
谷
殿
」）

又
此
白
馬
鳴
事
は
白
鳥
を
見
て
鳴
け
り
。�

（「
内
房
女
房
」）

白
馬
の
い
な
ゝ
く
事
は
又
白
鳥
の
鳴
し
故
也
。�

（「
上
野
殿
母
尼
御
前
」）

如
レ
是
諸
鳥
若
見
二
白
馬
一
即
出
二
其
声
一
。
若
不
レ
見
時
常
不
レ
出
レ
声
。�

（「
衍
論
」）

　

こ
こ
は
「
衍
論
」
と
三
書
で
「
馬
」
と
「
鳥
」
の
関
係
が
逆
の
箇
所
。「
曾
谷
殿
」、「
内
房
女
房
」
は
白
馬
が
白
鳥
を
「
見
て
」
鳴
く
と
す
る

の
に
対
し
、「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
は
白
鳥
が
「
鳴
く
」
と
白
馬
が
嘶
く
と
し
て
、『
暁
筆
』
と
同
じ
表
現
。
こ
こ
は
、
三
書
の
中
で
も
「
上
野

殿
母
尼
御
前
」
に
拠
る
。
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Ｉ 
白
鳥
が
一
斉
に
消
失
し
、
白
馬
が
鳴
か
な
く
な
っ
た
こ
と 

然
に
い
か
ゞ
し
た
り
け
ん
、
或
時
白
き
鳥
悉
く
う
せ
け
れ
ば
白
馬
鳴
事
な
し
。�

（『
暁
筆
』）

千
万
の
白
鳥
一
時
に
う
せ
し
か
ば
、
又
無
量
の
白
馬
も
な
く
事
や
み
ぬ
。�

（「
曾
谷
殿
」）

白
鳥
皆
失
て
一
羽
も
な
か
り
し
か
ば
、
白
馬
鳴
事
な
し
。�

（「
内
房
女
房
」）

或
時
如
何
し
け
ん
、
白
鳥
皆
う
せ
て
白
馬
い
な
な
か
ざ
り
し
か
ば
、�

（「
上
野
殿
母
尼
御
前
」）

爾
時
大
王
遍
求
二
白
馬
一
終
日
不
レ
得
。�

（「
衍
論
」）

　

集
め
て
い
た
鳥
が「
悉
く
」失
せ
た
と
の
内
容
か
ら
、三
書
に
拠
る
こ
と
は
明
白（「
衍
論
」と
は
内
容
を
異
に
す
る
）。「
い
か
ゞ
し
た
り
け
ん
」、

「
或
時
」
の
表
現
は
、「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
に
近
い
。
三
書
中
、「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
の
み
が
鳥
が
消
失
し
た
原
因
を
推
測
し
な
い
（
Ｈ
の
箇

所
な
し
）
が
、『
暁
筆
』
も
同
様
で
、
こ
こ
は
構
成
も
「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
に
近
似
す
る
。

Ｊ 

白
馬
の
鳴
き
声
を
聞
け
な
く
な
っ
た
王
や
周
囲
の
様
子

馬
な
か
ざ
れ
は
、
大
王
は
月
の
蝕
す
る
が
ご
と
く
、
花
の
し
ぼ
め
る
や
う
に
な
ら
せ
給
ひ
、
御
心
を
な
や
ま
し
給
へ
ば
、
后
妃
九
嬪
も
是　

を
歎
き
、
群
臣
百
寮
も
此
を
悲
み
あ
へ
り
。�

（『
暁
筆
』）

大
王
は
白
馬
の
声
を
き
か
ざ
り
し
ゆ
へ
に
、
華
の
し
ぼ
め
る
が
ご
と
く
、
月
の
し
よ
く
（
蝕
）
す
る
が
ご
と
く
、
御
身
の
色
か
は
り
力
よ　

は
く
、
六
根
も
う
も
う
と
し
て
、
ぼ
れ
（
耄
）
た
る
が
ご
と
く
あ
り
し
か
ば
、
き
さ
き
（
后
）
も
も
う
〳
〵
し
く
な
ら
せ
給
、
百
官
万
乗
も　

い
か
ん
が
せ
ん
と
な
げ
き
、
天
も
く
も
り
、
地
も
ふ
る
ひ
、
大
風
か
ん
ぱ
ち
（
旱
颰
）
し
、
け
か
ち
（
飢
渇
）、
や
く
び
や
う
（
疫
病
）　

に
人
の
死
す
る
事
、
肉
は
つ
か
（
塚
）、
骨
は
か
は
ら
（
瓦
）
と
み
へ
し
か
ば
、
他
国
よ
り
も
を
そ
ひ
来
れ
り
。�

（「
曾
谷
殿
」）

白
馬
鳴
ざ
り
け
れ
ば
、
大
王
の
色
も
変
じ
、
力
も
衰
へ
、
身
も
か
じ
け
、
謀
も
薄
く
な
り
し
故
に
国
既
に
乱
れ
ぬ
。
他
国
よ
り
も
兵
者
せ　

め
来
ら
ん
に
何
と
か
せ
ん
と
歎
し
程
に
、�

（「
内
房
女
房
」）
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大
王
供
御
た
え
て
、
盛
な
る
花
の
露
に
し
ほ
れ
し
が
如
く
、
満
月
の
雲
に
お
ほ
は
れ
た
る
が
如
し
。
此
王
既
に
か
く
れ
さ
せ
給
は
ん
と
せ　

し
か
ば
、
后
・
太
子
・
大
臣
・
一
国
皆
母
に
別
た
る
子
の
如
く
、
皆
色
を
う
し
な
ひ
て
涙
を
袖
に
お
び
た
り
。
如
何
せ
ん
、
如
何
せ
ん
。

�

（「
上
野
殿
母
尼
御
前
」）

　
『
暁
筆
』
は
傍
線
部
の
よ
う
に
王
の
様
子
を
「
月
」
と
「
花
」
に
譬
え
、
続
い
て
后
妃
、
群
臣
ら
の
様
子
を
記
す
。
こ
の
譬
え
を
用
い
、
次
に

王
以
外
の
人
々
を
挙
げ
る
の
は
「
曾
谷
殿
」
と
「
上
野
殿
母
尼
御
前
」。
な
か
で
も
「
蝕
」、「
し
ぼ
め
る
」
の
表
現
は
「
曾
谷
殿
」
に
近
い
。

Ｎ 

馬
鳴
が
王
に
仏
法
を
弘
通
（
仏
法
に
帰
依
）
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
白
馬
を
鳴
か
せ
る
こ
と
を
奏
す

「
此
国
は
外
道
お
ほ
く
し
て
、
君
又
か
れ
を
御
帰
依
あ
る
故
に
、
白
鳥
も
去
、
白
馬
不
レ
鳴
。
主
上
若
し
仏
法
を
御
帰
依
あ
ら
ば
、
経
力
を　

も
て
彼
白
鳥
を
祈
り
帰
し
、
白
馬
を
な
か
せ
奉
ら
ん
」
と
ぞ
奏
し
け
る
。�

（『
暁
筆
』）

め
し
い
だ
さ
れ
け
れ
ば
、
此
僧
の
給
は
く
、
国
中
に
外
道
の
邪
法
を
と
ゞ
め
て
、
仏
法
を
弘
通
し
給
べ
く
ば
、
馬
を
な
か
せ
ん
事
や
す
し　

と
い
ふ
。�

（「
曾
谷
殿
」）

　

こ
こ
は
三
書
中
で
も
、「
曾
谷
殿
」
の
み
に
見
ら
れ
る
箇
所
で
、『
暁
筆
』
は
そ
れ
に
拠
る
。
傍
線
部
の
表
現
は
異
な
る
が
、
こ
れ
は
「
Ｋ
」

に
類
似
表
現
が
あ
る
。
Ｋ
は
、
王
が
白
馬
を
鳴
か
せ
た
方
を
信
じ
る
と
宣
言
す
る
箇
所
だ
が
『
暁
筆
』
は
そ
の
内
容
を
採
ら
な
い
。
三
書
は
そ

こ
で
国
の
宗
教
状
況
を
挙
げ
「
曾
谷
殿
」
で
は
、「
此
国
に
も
と
よ
り
外
道
を
ほ
く
、
国
々
を
ふ
さ
げ
り
。
又
仏
法
と
い
う
物
を
を
ほ
く
あ
が
め

を
き
て
国
の
大
事
と
す
」、「
内
房
女
房
」
で
は
「
国
に
は
外
道
多
し
。
皆
我
帰
依
し
奉
る
」
と
記
す
。『
暁
筆
』
は
こ
の
表
現
を
ふ
ま
え
、
採
ら

な
い
箇
所
の
内
容
も
補
い
な
が
ら
ま
と
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
暁
筆
』
は
二
重
傍
線
部
で
「
経
力
」
の
語
を
用
い
る
。
こ
れ
は
「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
の
Ｐ
（
馬
鳴
が
白
馬
を
鳴
か
せ
る
箇
所
）

に
「
諸
仏
の
御
本
尊
と
し
給
法
華
経
を
以
て
七
日
祈
し
か
ば
」
と
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
暁
筆
』
は
「
Ｐ
」
を
「
彼
沙

門
即
白
き
鳥
を
祈
帰
し
、
白
馬
を
な
か
せ
た
り
」
と
、「
祈
帰
」
の
語
を
用
い
、
こ
の
Ｎ
と
表
現
は
対
応
さ
せ
る
が
結
果
の
み
を
述
べ
る
。『
暁
筆
』
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は
王
の
宣
言
（
Ｋ
）
や
競
い
合
い
（
Ｌ
）
を
摂
取
し
な
い
か
ら
状
況
は
記
せ
な
い
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
よ
う
な
表
現
を
用
い
る
。
こ
の
Ｎ
は

構
成
を
「
曾
谷
殿
」
に
拠
る
が
、表
現
の
摂
取
は
三
書
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
、『
暁
筆
』
作
者
が
三
書
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
書
に
拠
り
、
そ
の
構
成
や
表
現
を
摂
取
す
る
が
、
一
話
の
帰
着
点
は
三
書
と
は
異
な
る
。
末
尾
近
く
の
Ｑ
（
再
び
白
馬
の

鳴
き
声
を
聞
い
た
王
の
様
子
）
も
「
衍
論
」
に
は
な
く
、
三
書
に
拠
る
。
し
か
し
、
白
馬
が
一
声
鳴
い
た
と
き
と
百
千
が
一
斉
に
鳴
い
た
と
き

と
に
分
け
て
記
す
三
書
に
対
し
て
、『
暁
筆
』
は
そ
れ
を
ま
と
め
て
記
す
。

大
王
是
を
聞
召
、
竜
顔
は
月
の
み
つ
る
が
ご
と
く
、
叡
慮
は
花
の
ひ
ら
く
る
に
こ
と
な
ら
ず
し
て
、
仁
は
万
国
の
外
に
な
が
れ
、
め
ぐ
み

は
四
海
の
波
よ
り
も
し
げ
く
、
万
機
の
政
は
千
春
の
花
久
し
く
さ
か
へ
、
万
乗
の
宝
算
は
千
秋
の
月
遥
に
明
ら
か
な
り
。　
（『
暁
筆
』）

　

傍
線
部
で
「
竜
顔
」
と
「
叡
慮
」
を
挙
げ
る
こ
と
は
、「
Ｄ
」（
白
馬
の
効
果
）
の
「
竜
顔
も
御
心
よ
げ
に
叡
慮
も
は
か
り
こ
と
か
し
こ
か
り

け
り
」
に
対
応
す
る
。
ま
た
、「
月
の
み
つ
る
が
ご
と
く
」、「
花
の
ひ
ら
く
る
に
こ
と
な
ら
ず
し
て
」
は
、
前
掲
Ｊ
の
「
月
の
蝕
す
る
が
ご
と
く
、

花
の
し
ぼ
め
る
や
う
に
な
ら
せ
給
ひ
」
と
対
に
な
る
。
さ
ら
に
点
線
部
も
、前
掲
Ａ
の
「
帝
威
四
海
に
お
よ
ぼ
し
て
し
づ
ま
ら
ざ
る
風
波
も
な
し
」

に
対
応
し
、
三
書
に
拠
り
な
が
ら
も
、
表
現
が
対
に
な
る
よ
う
一
話
の
中
で
工
夫
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
三
書
は
、
王
以
外
の
様
子
や
外
道
の
寺
が
仏
寺
に
改
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
後
の
国
の
様
子
（
Ｒ
）
を
記
し
て
終
え
、
次
の
話
題

に
移
る
。『
暁
筆
』
は
、
こ
の
Ｒ
を
採
ら
ず
Ｑ
に
続
け
て
末
尾
（
Ｓ
）
で
「
こ
れ
沙
門
の
功
に
よ
れ
り
と
て
、
其
名
を
馬
鳴
と
申
と
ぞ
」
と
こ
れ

が
馬
鳴
の
名
の
由
来
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
馬
鳴
説
話
と
し
て
総
括
す
る
。
こ
れ
は
三
書
に
な
い
内
容
で
「
衍
論
」
に
拠
る
。
先
述
し
た
よ

う
に
『
暁
筆
』
は
別
記
文
で
「
衍
論
」
の
書
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
衍
論
」
が
原
典
で
あ
る
こ
と
や
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
暁
筆
』
は
全
体
を
三
書
に
拠
り
な
が
ら
も
帰
着
点
を
違
え
る
が
、
こ
れ
は
本
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
と
関
係
が
あ
る
。
巻

十
は
、「
似
類
下
」
の
巻
題
を
有
し
、
巻
の
初
め
か
ら
相
並
ん
で
存
在
す
る
二
話
、
も
し
く
は
三
話
が
互
い
に
類
似
の
主
題
を
持
つ
よ
う
に
配
さ

れ
て
い
る
。
前
話
、
第
二
十
四
「
馬
鳴
菩
薩
」
は
、
中
天
竺
の
外
道
で
あ
っ
た
「
馬
鳴
」
が
脇
尊
者
の
弟
子
と
な
り
、
説
法
で
活
躍
す
る
姿
を
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描
く
。
そ
し
て
、
そ
の
説
法
を
聞
い
た
馬
も
悟
っ
た
こ
と
か
ら
「
馬
鳴
」
と
号
し
た
こ
と
、
ま
た
様
々
な
功
徳
か
ら
多
く
の
名
が
あ
る
こ
と
を

記
す
。
前
話
を
「
馬
鳴
」
説
話
と
し
て
そ
の
名
付
け
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
か
ら
、
本
話
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
「
馬
鳴
」
説
話
と
な
る
よ
う
に

総
括
し
て
い
る（

４
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
暁
筆
』
は
本
話
の
構
成
、大
要
を
「
曾
谷
殿
」
に
拠
り
「
曾
谷
殿
」
の
表
現
を
重
視
し
な
が
ら
も
、「
内
房
女
房
」
や
「
上

野
殿
母
尼
御
前
」
の
表
現
や
内
容
を
摂
取
し
、
構
成
も
含
め
て
三
書
を
融
合
さ
せ
て
一
話
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
但
し
、
末

尾
は
三
書
と
異
な
り
、「
衍
論
」
の
結
論
で
総
括
し
、
三
書
に
拠
り
な
が
ら
も
独
自
の
一
話
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

四
、『
暁
筆
』
中
に
見
ら
れ
る
本
話
以
外
の
輪
陀
王
故
事
の
記
述

　

さ
て
、
こ
の
輪
陀
王
の
故
事
は
、
日
蓮
書
簡
で
も
三
種
の
書
簡
に
用
い
ら
れ
、
日
蓮
が
好
ん
だ
故
事
の
一
つ
だ
が
、『
暁
筆
』
も
他
二
箇
所
（
巻

九
（
似
類
上
）、
第
十
三
「
紺
泥
駒
」
と
巻
十
五
（
食
事
）、
第
六
「
輪
陀
王
」）
に
記
述
が
あ
り
、
そ
の
中
の
巻
十
五
、
第
六
「
輪
陀
王
」
に
三

書
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
巻
十
五
は
「
食
事
」
の
表
題
を
有
し
、「
食
」
に
関
す
る
説
話
を
収
録
す
る
。
そ
の
た
め
、
第
六
「
輪
陀
王
」
も
食
事

に
重
点
を
置
く
。
本
文
は
「
過
去
の
世
の
輪
陀
王
と
申
奉
る
は
、
白
馬
の
声
を
聞
し
め
し
、
こ
れ
を
も
て
供
御
と
し
て
宝
算
を
持
給
へ
り
。

如
似
類

下
」
と
あ
る
の
み
。「
如
似
類
下
」
と
本
話
（
巻
十
、
第
二
十
五
）
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
供
御
」、「
宝
算
」
と
本
話
を
想
起
さ

せ
る
語
を
用
い
る
。
本
文
も
「
食
」
に
焦
点
を
当
て
る
が
、
そ
れ
に
続
く
別
記
文
で
は
こ
れ
を
補
強
す
る
よ
う
に
「
そ
れ
一
切
の
有
情
、
其
心

さ
ま
〴
〵
也
と
い
へ
共
、
い
づ
れ
も
食
物
に
よ
ら
ず
し
て
命
を
持
こ
と
な
し
」
と
し
て
食
事
に
関
し
て
仏
典
か
ら
記
す
。
列
挙
の
内
容
は
異
な

る
が
、
こ
の
故
事
を
「
食
」
と
結
び
つ
け
、「
食
」
と
「
命
」
の
関
係
を
述
べ
る
こ
と
は
、「
曾
谷
殿
」
や
「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
の
影
響
と
思

わ
れ
る
。「
曾
谷
殿
」
は
こ
の
故
事
を
、
法
華
経
と
諸
仏
の
関
わ
り
を
食
事
で
説
明
す
る
譬
え
の
一
例
と
し
て
引
く
。
故
事
の
前
に
「
一
切
衆
生

又
食
す
る
に
よ
り
て
寿
命
を
持
。
食
に
多
数
あ
り
」
と
し
て
、
衆
生
か
ら
鬼
神
、
そ
し
て
諸
神
や
仏
の
食
を
列
挙
し
、
諸
神
、
仏
が
仏
法
を
身
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と
し
、
魂
と
す
る
譬
え
と
し
て
「
例
せ
ば
乃
往
過
去
に
輪
陀
王･･････

」
と
、
こ
の
故
事
を
挙
げ
る
。
寿
命
と
食
と
の
譬
え
で
こ
の
故
事
を
用

い
る
こ
と
、そ
の
提
示
方
法
を
『
暁
筆
』
は
意
識
し
て
い
る
。
ま
た
、「
上
野
殿
母
尼
御
前
」
は
、諸
仏
が
法
華
経
を
守
護
す
る
理
由
を
説
く
中
で
、

法
華
経
は
諸
仏
の
父
母
で
あ
り
、
め
の
と
で
あ
り
、
主
で
あ
る
と
説
き
、
そ
れ
を
「
食
」
と
の
関
わ
り
で
説
明
す
る
。
続
け
て
仏
が
法
華
経
を

命
と
し
、
食
と
し
、
す
み
か
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
此
経
な
き
国
に
は
仏
ま
し
ま
す
事
な
し
」
と
し
て
輪
陀
王
の
故
事
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で

も
「
命
」
と
「
食
」
の
関
係
に
譬
え
て
説
い
て
い
る
。

　
『
暁
筆
』
が
巻
十
五
の
食
事
の
巻
に
も
こ
の
故
事
を
収
録
し
た
の
は
、
こ
の
日
蓮
の
譬
え
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。『
暁
筆
』
作
者
は
三
書
内
で

こ
の
故
事
が
持
つ
意
味
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
巻
九
、
第
十
三
「
紺
泥
駒
」
で
は
「
色
」
に
着
目
し
、
白
色
の
例
の
一
つ
に
こ
の
故
事
の
馬
と
鳥
を
挙
げ
る
。
こ
れ
に
直
接
的
な
三
書

の
影
響
は
な
い
が
、
こ
の
故
事
を
異
な
る
視
点
か
ら
複
数
箇
所
に
再
録
す
る
こ
と
は
日
蓮
著
作
の
摂
取
の
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。

五
、
日
蓮
書
簡
の
摂
取
の
特
徴
と
そ
の
影
響

　

以
上
、
巻
十
、
第
二
十
五
「
輪
陀
王
」
が
日
蓮
書
簡
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
か
で
も
「
曾
谷
殿
」
の
構
成
を
重
視
す
る
が
、
表
現
と

も
に
三
書
を
融
合
し
て
摂
取
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
一
の
話
材
を
同
一
著
者
の
複
数
の
書
か
ら
摂
取
す
る
こ
と
は
、
日
蓮
著
作
以
外

を
摂
取
す
る
際
に
は
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
。『
暁
筆
』
が
典
拠
か
ら
摂
取
す
る
際
は
、
該
当
箇
所
を
一
字
一
句
同
じ
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
忠
実

に
引
く
こ
と
が
多
く
、
例
え
ば
『
三
国
伝
記
』
所
収
の
二
話
を
典
拠
と
し
て
一
話
を
形
成
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
該
当
箇
所
は
忠
実
に
摂
取
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
話
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
三
書
を
融
合
し
た
形
で
表
現
も
変
え
な
が
ら
の
摂
取
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
日
蓮

著
作
が
ま
と
め
ら
れ
た
時
期
、
そ
の
書
の
流
布
状
況
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
本
話
は
、
別
記
文
で
「
衍
論
」
の
経
典
名
を
記
し
、
末
尾
を
「
衍
論
」
の
結
論
で
総
括
す
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
話
が
収
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録
さ
れ
る
巻
の
特
性
に
従
い
、
前
話
と
同
じ
主
題
で
ま
と
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
以
外
は
三
書
に
依
拠
す
る
。
原
則
と
し
て
『
暁

筆
』
は
仏
典
重
視
の
姿
勢
が
あ
り
、依
拠
資
料
と
仏
典
で
内
容
が
異
な
る
場
合
に
言
及
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、本
話
は
別
記
文
で
「
ひ

が
事
」
か
と
し
て
「
衍
論
」
を
示
す
が
、
馬
と
鳥
の
関
係
に
は
言
及
し
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
故
事
を
別
の
箇
所
に
再
録
し
、
三
書
の
影
響
と

思
わ
れ
る
解
釈
も
提
示
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
、
日
蓮
著
作
を
摂
取
す
る
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
暁
筆
』
作
者
は
三
書
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
作
者
が
日
蓮
宗
の
僧
で
あ
れ
ば
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

本
話
の
総
括
は
原
典
の
「
衍
論
」
に
拠
り
、
日
蓮
の
名
も
記
さ
ず
、
こ
と
さ
ら
に
そ
の
説
を
強
調
し
て
は
い
な
い
。
但
し
、
三
書
を
知
る
読
者

で
あ
れ
ば
そ
れ
を
理
解
し
、
よ
り
深
い
解
釈
を
楽
し
め
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
普
遍
的
な
説
と
し
て
提
示
し
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
こ
の
他
の
日
蓮
著
作
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。　
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注
１　

拙
稿
「『
榻
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
重
視
の
姿
勢
（
二
）
ー
日
蓮
著
作
の
摂
取
ー
」（
博
士
論
文
『『
榻
鴫
暁
筆
』
の
構
想
ー
先
行
説
話
の

摂
取
方
法
を
手
が
か
り
に
ー
』
第
三
篇
・
第
二
章　

愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科　

二
〇
二
〇
年
）。

２　

二
字
下
げ
文
を
「
別
記
文
」
と
称
す
る
。『
暁
筆
』
諸
本
に
よ
り
別
記
文
の
採
否
に
異
同
は
見
ら
れ
る
が
、
確
認
し
た
諸
本
全
て
に
こ
の
形
式
は
認

め
ら
れ
、
別
記
文
形
式
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
そ
の
内
容
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
本
文
」
扱
い
と
し
て
そ
の
内
容
は
存
在
す
る
。
さ

ら
に
、
別
記
文
の
内
容
が
本
文
で
引
か
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
記
文
を
「
本
文
」
と
同
時
期
の
成
立
と
し
て
扱
う
。

３　

日
蓮
書
簡
の
引
用
は
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
纂『
昭
和
定
本 

日
蓮
聖
人
遺
文
』第
二
巻（
改
訂
増
補
版 

第
二
刷 

一
九
九
一
年
）に
よ
る
。「
曾

谷
殿
御
返
事
」（
№
三
三
九
）、「
内
房
女
房
御
返
事
」（
№
三
七
六
）、「
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
」（
№
三
八
八
）。

引
用
し
た
「
内
房
女
房
御
返
事
」
の
テ
キ
ス
ト
脚
注
（『
昭
和
定
本 

日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
二
巻
）
に
よ
れ
ば
、
京
都
本
満
寺
本
は
、「
馬
」
と
「
鳥
」

の
関
係
が
底
本
と
逆
で
あ
る
。
但
し
、
本
稿
は
底
本
に
従
う
。

４　

二
章
で
挙
げ
た
別
記
文
で
「
又
付
法
蔵
の
第
十
二
祖
馬
鳴
と
い
ひ
し
は
中
天
竺
の
外
道
也
。
脇
尊
に
伏
せ
し
人
な
り
。
輪
陀
王
の
因
縁
は
過
去
の

事
也
。
両
儀
可
留
心
」
と
前
話
と
本
話
の
二
話
に
対
す
る
評
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
主
題
を
合
わ
せ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

 

＊
引
用
に
際
し
て
は
新
字
体
を
使
用
し
、
私
に
傍
線
を
付
し
た
。




